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左見頃

Aの型紙一つ分

右見頃

Aが原資料の図版写真である。
Bは Aの右身頃の模様を左身頃とぴったり揃えた場合、
Cは Aの右身頃の模様をより下方にずらした場合である。
Aの型紙一つ分の模様は左身頃と右身頃で異なる。
袖は左身頃と同じなので、右身頃だけが異なっている。
左身頃の模様だけを使い、Dは右身頃に反転した（裏の）模様、
Eは右身頃に上下逆さ向きに配した場合である。


